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 2）	芦川智一「デュラス『愛人』の成立に関する一考察― IMEC 資料を中心に」in『AZUR』10 号、成
























































































































































































































































































































































































































































































































































































34）	Nelly	Monnier,	« De	l’amour	je	me	souviens »	in	Initiales 3 Marguerite Duras,	l’école	nationale	supérieure	des	
beaux-arts	de	Lyon,	décembre,	2013,	p.19.
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なりながら「私の物語は存在しない」。デュラスはよぎった思い、イメージを取捨選択せずに急
いでとらえる「流れるようなエクリチュール」を理想としている。彼女の文は完成されたイメ
ージを見せるのではなく、暗室からイメージが現像されてくるような文である。ここでは「読
むことが小説 35）」になり、読者は直観的、瞬間的なイメージをつなぎ、書かれていないものを
見つけていく。年表に書かれるようなそれぞれの事実よりむしろ、これらをつなぎ、生み出し
ている創造行為だけを見るのである。愛だけを覚えていた彼女たちのように。「書くことは、誰
でもない人になること」36）、「私の本質は自分から外に出てしまっているので、死ぬ時にはほと
んど何も残ってないで死ぬだろう。」37）とデュラスが言う時、そこにあるのは与えていくことで
生まれる無限の愛の姿としての創造の姿であり、それはまた結果のわからない生を生きぬく、
死すべき運命を生きねばならない人間の姿でもあろう。自分が別な風に見える、うっとり運ば
れるイメージから始まり、閉じない開かれたイメージを生み出していく。「読むことが小説」に
なるデュラスの文学は、一人ひとりを自身と人生の創作へと導くのである。
35）	Marguerite	Duras,	« J’avais	envie	de	lire	un	livre	de	moi »,	p.29,	cité	par	Sylvie	Loignon,	« L’Amant	notice »	
in	Œuvres complètes III,	op.cit.,	p.1854.
36）	Marguerite	Duras,	Le Navire Night,	Mercure	de	France,	1986	（1979）,	p.12.
37）	Marguerite	Duras,	«C’est	fou	c’que	j’peux	t’aimer»,	entretien	avec	Y.	Andréa,	Libération,4	janvier	1983,	p.22,	
cité	par	Sylvie	Loignon,	« L’Amant	notice »	in	Œuvres complètes III,	op.cit.,	p.1857.
